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1．はじめに
「人はなぜ旅行をするのか」というごく素朴な疑問から、この論文は始まっ
ている。
　この疑問は、観光客の旅行へのr気持ち」を捉えた後、受け入れ先の観
光地が、このr気持ち」を充分に理解しているのかとの問題に行き当たっ
た。
　このことが、r観光地が考慮すべき問題点」という論文タイトルである。
“まとめ”として、考慮すべき問題点のみを列挙したが、それぞれについ
ての対応策は示されていない。
　第一部では、素朴な疑問であるr人はなぜ旅行するのか」を解く鍵とし
て、日常生活での会話に注目した。ごく普通に交わす旅行に関する「会話」
の中から、何か本質的な解決がないか探ってみた。更にディスカッション
やアンケート調査を行い総合的に判断した。次の注目点として、旅行行動
に対する顧客の気持ちにも、日々変化があり、年ごと、10年ごとで考察す
ると、かなりの「心の変化」があるのに気付いた。
　第二部では、観光客の気持ちや、旅行行動を変化させている要因をマク
ロ的に探った。特に、その大きな要因として、r時代の変化」とr観光の
グローバル化」に着眼し、それぞれの変化項目を取り上げている。
　①一般社会での変化、すなわち時代の流れからくるr社会的二一ズ」
　②観光のグローバル化
などの各種要因の作用によって、日々創造される「変化」は観光地に新し
い形の「顧客の二一ズ」として生まれ変わっている。
　日本国内における既存の観光地は、この「変化」と、新しいタィプの
「顧客の二一ズ」を、どこまで深く理解しているのであろうか。
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　論文のまとめは、この主な変化「10項目」、すなわち問題点「10」を挙
げ、新しい時代の「変化への対応」に関する課題を提供し、それを結論と
している。
　これらの新しい問題の解決に、今後、観光地が積極的な姿勢を示し、地
域全体の繁栄に役立つ事を願っている。
　論文作成にあたって、①旅行に関する一般会話、②アンケート調査、③
アンケート面接調査、④ディスカッション、⑤観光地視察などが主な基礎
資料となっている。これらは安藤ゼミで長期にわたって収集されたもので
あり、今回の論文はこれらをベースに、筆者の経験と考察が加えられてい
る。
第一部　観光客が期待する観光地のイメージとはどのような
ものか
1．旅行に関する一般会話例
　これは、筆者の指導により以下に示す人達の協力をえた。
　　1）安藤ゼミ生達の旅行会話
　　2）ゼミ生の家庭での旅行会話
　　3）ゼミ生が調査員となり、一般市民への面接調査から得た旅行会話
などをベースに作成され、それは100例以上、約800～900の文章に達した。
この論文では、その一部を代表例として各年代別に紹介する。
事例1（若者の会話）
A：夏休みにどこか旅行しようよ！
B：いいねえ！どこ行く？
A：でもそんなにお金ないんだよねえ。
B：じゃあ、近場の格安プラン探そうよ！
A：そうだね一。
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B：じゃあ、パンフレットもらってこよう！
事例2（熟年の会話）
A：あなた、最近どこにも連れてってくれてないわねえ。
B：そうだな一。久しぶりに二人でどこか行こうか？
A：でも会社のほうは平気なの？
B：有給があるよ。どこに行きたいんだ？
A：私、京都がいいわ！
B：じゃあ、京都にでもゆっくり行こうか。
事例3（老人の会話）
A：あなた、老人会の旅行の案内がきてたわよ。
B：そうか、今回はどこなんだい？
A　l名所めぐりらしいわよ。お食事も和食らしいですよ。
B：せっかくだから一緒に行こうか。
A：じゃあ、申し込んでおきますね。
事例4（若者の会話）
A：今年の夏休みにどこか行きたいね！
B：そうだね。どこにする？
A：海行きたくない？
B：いいね。海なら日帰りで行けるし楽しいよね！
A　lうん。じゃあ決まりね。
事例5（熟年の会話）
A：最近家族でどこにも出かけてないわねえ。
B：そうだなあ。今度の休みに出かけてみるか。
A：いいわね。海外旅行なんてどう？
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B：いいんじやない？
A：子供達にも話してみましょう！
事例6（老人の会話）
A：花と和食の旅行パックがあるよ。
B：どれどれ見せなさいよ！
A：最近は安いバスツアーもあるみたいだね。
B：それなら、近所のお友達も誘って大勢で行きましょうよ！
A：きっとみんな喜ぶよ。早速声かけてみれば？
事例7（若者の会話）
A：旅行ってなんで行くのかな一。
B：思い出作りかなあ。
C：温泉に入るためだよ。
A：しぶいね一。
B：暇があるから行くんじゃない？
C：そっか一。
事例8（一般社会での会話）
社員：課長はどうして旅行に行くんですか？
課長：寺院や地場料理を楽しんだりするためかな。君はどうなんだ？
社員：リラックスや悩みから開放されたいためですかね。
課長：それはわかるね。だから年齢によっても違うもんなんだよ。
社員：旅行はいろいろな目的がありますね。
課長：そうなんだよ。だから、観光はおもしろいんだよ。
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2．旅行に関するディスカッションとアンケート調査のまとめ
サンプルA：ディスカッション
テーマ 旅行行動心理
タイトル 人はなぜ旅行するのか
場　　所 安藤ゼミナール
期　　問 平成13年4月13日（金）～9月21日（金）
決定事項 3．キー・ワードの選出（P7）を参照
サンプルB：アンケート調査
　「人はなぜ旅行するのか」
一旅行に関する行動心理一
A．あなたが旅行したい時、その動機は何ですか。
　また、なぜ旅行をするのですか。
　旅行をしたいと考える気持ちを三つ挙げてください。
1．
2．
3．
他の生徒が発表した後、考えを追
加したい言葉（左側にないもの）
1．
2．
3．
B．行き先の観光地に何を夢見ますか。
　また、観光地に期待するものは何ですか。
　期待する「心」を三つ挙げてください。
1．
2．
3．
他の生徒が発表した後、考えを追
加したい言葉（左側にないもの）
1．
2．
3．
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代表的な主な意見
Aの設問
1．気分を変えたい
2．一緒に行く人との仲を深める
3．異文化に触れたい
4．現実逃避
5．お金を有効に使う
6．気晴らし、リフレヅシュ
7．知らない事を体験したい
8．思い出づくり
9．安らぎ、休養
10．暇つぶし
1L疲れを癒す
12．観光したい
Bの設問
1．自然
2。特産物
3．栄えている事
4．施設
5．非日常性
6．景色
7．活気
8．毎日の生活との違い
9．食べ物
10．安さ
11．リラックスできる
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12．娯楽
決定分類
A．旅の精神イメージ（A－1安らぎ、A－2変化、A－3楽しみ、A－
　4経験）
B，旅先の観光イメージ（B－1文化、B－2交通、B－3楽しみ、B－
　4体験）
C。その他
3．キー・ワードの選出
　旅行に関する一般会話例、ディスカッションとアンケート調査の中から、
重要なキー・ワードをr言語データ」として選出した．そして、その中で
どの言語が観光地繁栄に強い影響を及ぼしているかを調べた。
特に出現回数の多かったものをA印、中程度のものをB印、そして1～2
回程度のものをC印とした。
※「どこ」が多いので、キー・ワードの対象外とする。
表1：言語データ表
NO キー・ワード 度数 NO キー・ワード 度数
1 疲れを癒す B 2 リラックス A3 ストレスからの解放 A 4 自由 B
5 心身の癒し A 6 会社・都会からの解放 B
7 悩みからの解放 B 8 休息 A
9 気持ちのゆとり A 10 他人の目が気にならない C
11 現実逃避 A 12 リフレヅシュ B
13 新鮮な気持ちの誕生 A 14 静 C
15 自分の見直し C 16 新たな自分の発見 C
17 意識の再活動 C 18 生活のアクセント B
19 人間の成長 A 20 テンションが上がる C
21 生活のマンネリ防止 A 22 思い出作り A
23 娯楽 A 24 親睦を深める A
25 新体験 A 26 刺激 A
27 建造物 B 28 名所めぐり A
一64一
観光地が考慮すべき問題点
29 特産物 A 30 名物料理 B
31 グルメ料理 B 32 地場料理と味 A
33 伝統行事 A 34 イベント B
35 自文化の再発見 C 36 文化交流 A
37 異文化交流 A 38 現地の人と出会う A
39 景色 B 40 季節感 B
41 道程 C 42 散策 C
43 お土産 C 44 温泉 A
45 観光スポット B 46 特有の自然 A
47 違う一日の経験 B 48 人生経験 A
49 一人旅 A 50 グループ旅 A
51 環境が違う B 52 好奇心 C
53 休日の活用 A 54 物理的余裕の不足 C
55 コスト（値段） A 56 距離 B
57 バイト C 58 夏休み A
59 人数 C 60 海外旅行 A
61 日帰り B 62 レンタカー B
63 電車 C 64 バス B
65 割引券 B 66 海 A
67 老人会 B 68 子供会 B
69 大安 C 70 仏滅 C
71 気分転換 B 72 家族旅行 B
73 ツアー旅行 A 74 新婚旅行 A
75 傷心旅行 C 76 楽しみ A
77 日数 B 78 アクセント B
79 つきあい C 80 冬休み B
81 春休み B 82 ゴールデンウィーク A
83 有給 C 84 連休 A
85 久しぶり C 86 ゆっくり B
87 申し込み C 88 泊まり A
89 暇 B 90 喜び B
91 民芸品 B 92 美術館 C
93 博物館 C 94 公園 C
95 遊園地 B 96 遺跡 B
97 卒業旅行 B 98 気象 B
99 動物園 C100展望台 C
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4．言語データから顧客の気持ちを探る
旅行に関する重要なキー・ワード、すなわち「言語データ」を利用して、
観光客の旅行行動に関する「気持ち」を分類した。
　ここでの分類方法は一種の系統図法を採用し、旅行者のr心理」をより
分かりやすく表現する事を試みた。
表2：旅行行動r気持ち」分類表
精神イメージ
戟
蜘　　　　　　　　斎
A－1・安らぎ A－2・変化1 A－3・楽しみ』 A－4・経験．
リラックス
ストレスからの
解放
気持ちのゆとり
現実逃避
人間の成長
新鮮な気持ちの
誕生
’》
即
思い出作り
娯　楽
友情を深める
．“
｝、
親睦を深める
新体験
刺　激
．N．、 翼 詳さ　ご　｝ぐべ、w　Y　Y噛　　　　べ　　即げ｝
人はなぜ旅行をするのか その他
黛　　　　　　　　Y　　ぐ｝
???
「W　　　　｝
B－1・文化≦B－2・交流下 B－3・楽しみ： B－4・体験．
名所巡り
特産物
伝統行事
文化交流
異文化交流
現地の人との
出会い 垂
地場料理と味
温泉
特有の自然
㌦?
人生経験
一人旅
グループ旅
5べ｝Y隣v｝　　割　一 ㌦へ．誉　　　　　　心計Y㌻ ぴ“哩　Y　　ボ　Y
観光地イメージ
注意：各カード・ナンバーA－1、A－2、A－3、A－4及びB－1、
　　B－2、B－3、B－4の詳細なデータは、次のページに述べられ
　　ている。
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表3：系統図的r気持ち」分類表
内　　　　　容
???????????
????ー?
1
???疲れを癒す、リラックス、ストレスからの解放、自由、
心身の癒し、会社・都会からの解放、悩みからの解放、
休息、気持ちのゆとり、他人の目からの解放
2
??リフレッシュ、自分の見直し、新たな自分の発見、
生活のアクセント、人間の成長、生活のマンネリ防止、
テンションが上がる
3
???
思い出作り、娯楽、好奇心、喜び、友情を深める
4
??
親睦を深める、新体験、刺激、驚き、発見、
?????ー?
5
??建造物、名所、名物料理・グルメ料理・地場料理、
イベント、伝統行事、繁栄、活気
6
??
文化交流、異文化交流、現地の人との出会い、友情を深める
7
???味（料理）、景色を楽しむ、季節感を楽しむ、散策、
道程を楽しむ、お土産選び、温泉、観光スポット、
特有の自然、観光施設、リラックス
8
??違う一日の経験、人生経験、一人旅、グループ旅
家族旅行、未知の世界
その他 環境が違う、休日の活用、物理的余裕の不足、資金調達、視野の広がり
第一部まとめ
　この第一部では、観光客の旅行行動に関する「心」の問題を主なテーマ
としている。
具体的な観光地の旅行実例のみを主に取り上げるのではなく、一般的な
旅行に関する「顧客の気持ち」を言語データとして表現した。そしてそれ
らのデータを基本にコンセプト・デザイン的に問題点を探った。
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問題点
　第一部のrまとめの図表」で示されているように、A：旅行前に示され
る観光地に期待するr気持ちのイメージ」として、安らぎ、変化、経験が
代表的な言語データとして挙げられる　B：旅行途中、及び目的観光地に
ついてからは、体験する気持ちのイメージとして、旅の楽しさを挙げてい
る。
　以上の観点から、
①観光地は旅行者の気持ちとしての安らぎ、変化、経験を大切に、且つこ
　の言葉の意味を十分理解した上で、顧客に心行くまでの旅の楽しさを提
　供し、体感させなくてはならない。
　上述の抽象論的言語データをややレベルを上げて各地の観光地に当ては
めて考えると、
②観光地のそれぞれの持つ個性、即ち、独自の観光資源を何よりも尊重す
　る。そして、観光客の二一ズが観光地の個性に合致するよう努める事に
　なる。
　更に、これらのコンセプトを具体化し、現実のものとするために、特色
　あるアイディアを観光資源として具現化しなければならない。これらの
　個性的な成功が、観光地繁栄の第一段階となる。
しかし、仮にこの第一段階で成功を収めたとしても、人の心は移り気であ
るため、新たな問題が観光地に生じてくる。
観光地における顧客の心の問題では
　①　現在の旅行者の心を探る
　②　未来の顧客の心を探る
二つの事柄を知る事が極めて重要なテーマとなり、この①から②への対応
可能な「観光地づくり」が必要である。
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第二部　時代の流れと観光のグローバル化
　第一部では「人はなぜ旅行するのか」を人の気持ちの側面から捉えてみ
た。顧客の旅行行動に対するr心の動き」もよく考察すると、微妙に変化
が生じてきている。
もし、観光客の心が変化しないものであれば、観光地は客の気持ちを満足
させる旅行形態を一度作り上げれば、観光業は半永久的に繁栄する。
　しかし、現実はどうであろう。人の気持ちは変化しており、これに合わ
せなければ観光地は人気が無くなり、衰退する。
　この繁栄と衰退が現実に存在する事は、人の心に変化があることの証明
である。
人の心が動く理由はどこから来るのであろうか。その要因の代表的なもの
の一つとして、筆者はr時代の流れと観光のグローバル化」にあると判断
した。これが第二部「時代の流れと観光のグローバル化」である。ここで
はこの変化項目を列挙し、その要因と問題に考察を加えた。
1、時代の流れ
　時代の流れの変化と一口に言っても、数、種類、及びその内容は膨大で、
この章では、その全般に渡って語り尽くす事はできない。又、変化した項
目の中でも、観光に直接関係するものもあればあまり関係の無いものも
ある。現時点で無関係でも、後になって観光産業に関わってくるものもあ
る。そして、これらは日々変化しており、留まるところを知らない。
　以上の判断から、筆者は、「時代の流れ」による変化項目を①衣、②食、
③住、④医、⑤学ぶ、⑥コミュニケーション、⑦交通、⑧規則、⑨携帯品、
⑩娯楽、⑪スポーツ　に分類し、その代表例を述べる事にした。
①衣
　・服の保持数が多くなった。
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・繊維の質が向上した。
・ファッションが多種多様化した。
・気候に合った服が登場した。
・洗濯機が普及し、家庭で洗える服が多くなった。
・デザインや色が豊富になった。
（例）下駄・草履→靴
??????????????→靴下・ストッキング
→ジーンズ
→セーター・Tシャツ
→帽子
→毛布
→パジヤマ
→洋服
②食
　・一日の食事回数が多くなった。
　・スナック菓子が普及した。
　・箸だけでなく、スプーンやフォークも導入された。
　・コンビニエンスストア・レストランの数が多くなった。
　・洋食が普及した。
　・冷凍技術が普及し、品質保持期間が長くなった。
　・食べ物が多くなった。
　・一つの店で全ての食材が買えるようになった。
　・飽食時代になり、食べ物を捨てるようになった。
　・冷凍食品やインスタント食品が普及し、調理の時間が省けるようになっ
　た。
　・焼く・煮る・妙めるといった調理技法が普及した。
　・無洗米が登場した。
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（例）粟・稗　→白米・パン
　　日の丸弁当→バラエティー弁当
　　お茶　　　→コーヒー
　　日本酒　　→ビール
　　ビール　　→発泡酒
③住
　・部屋の面積が広くなった。
　・建材の質が向上し、耐久性が強くなった。
　・都心を中心に、超高層ビルが建築されるようになった。
　・気候に合った家造りが可能になった。
　・部屋の数が多くなった。
　・駐車場スペースを考慮する設計になった。
（例）木造住宅
　　炭火
　　ろうそく
　　平屋
　　在来工法
　　古風的
　　畳
　　釜戸
　　こたつ
　　和式トイレ
　　引き戸
→鉄鋼住宅
→ガス・電気
→照明器具
→二階建て
→プレハブ
→近代的
→フローリング
→炊飯ジャー
→エアコン
→洋式トイレ
→開きドア
五右衛門風呂→シャワー・ユニットバス・ジェットバス
④医
　・病院数が多くなった。
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・医者・看護婦の質が向上した。
・病院の設備が良くなった。
・新薬が日々発明されていく。
・緊急医療機関が増えた。
・手術しなくても完治できる技術が普及した。
・整形・成形手術が普及した。
・ベッド数が増え、入院施設が整った。
・リハビリ施設が普及した。
・病状別の担当医が現れた。
・薬局ができ、薬が簡単に手に入るようになった。
・医学の進歩によって、平均寿命が延びた。
・動物病院も現れた。
（例）薬草　　　　　　　　　→塗り薬・飲み薬
　　氷枕　　　　　　　　→アイスノン
　　入院　　　　　　　　→日帰り治療
　　病院での薬の受け渡し　→処方箋薬局
　　薬のみで患者に手渡す　→説明書付き
　　町医院　　　　　　　　→総合病院
　　簡単な検査　　　　　　→検査の種類の増加
⑤学ぶ
　・義務教育制度が出来た。
　・学校数が多くなった。
　・各大学の特色を出せるようになった。
　・男女共学の学校が大部分となった。
　・一部では、服装も自由になった。
　・履修の選択科目が増えた。
　・校則の規定も緩和された。
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・コンピュータの授業が増えた。
・Eメールによる学校内での情報交換が行われるようになった。
・先生一人に対しての学生数の割合が減少し、少人数制クラスが多くなっ
た。
（例）寺小屋　　　　　　　→学校
　　参考書　　　　　　　→インターネット
　　わら紙　　　　　　→ノート
　　先生の講義スタイル　→映像機材やパソコン利用の増加
　　学校　　　　　　→学校＋塾
　　教養学校　　　　　　→専門学校
　　学歴主義　　　　　　→実力主義
⑥コミュニケーション
　・言語が発達した。
　・家庭電話、携帯電話が普及した。
　・人間関係の触れ合いが多くなった。
　・英語が世界共通語になりつつある。
　・文化もグローバル化している。
　・情報革命が起こり、ITが生活の基盤となりつつある。
　・世界貿易が盛んになり、物を通して人々へのコミュニケーションが盛
　んになった。
　・航空技術の進歩と航空運賃の低額化により、人々の交流が盛んになっ
　た。
　・異文化人との相互の情報交換が可能となった。
　（例）手紙　　　　　　　　　　→Eメール・エアメール
　　　書類　　　　　　　　　　→インターネット
　　　固定電話　　　　　　　　　→携帯電話
　　　井戸端会議、対面情報交換　→対面情報の減少
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国内情報 →海外情報、世界的情報
⑦交通
　・鉄道交通では、新幹線が登場し、短時間での移動が可能になった。
　・各駅も整備され、快適な鉄道交通の利用が可能になった。
　・一家に一台自家用車を所有するなど、モービルデーションの時代の到
　来となった。
　・道路網の整備も進み、道路休憩場が建設されるようになった。
　・鉄道と自家用車、そして高速バスの組み合わせで、陸上交通はその利
　便性を増した。
　・航空技術の進歩により、高速で、快適な航空機が開発され、短時間で
　遠方まで行くことができるようになった。
　・安全面でも衛生面でも飛躍的に改善された。（一時的に発生するテロ
　は、まだ安全性が保証されていない。）
（例）人力車
　　自転車
　　一般道
　　プロペラ機
　　一般ジェット機
　　サービス・ステーション
　　ー般空港
→自転車
→自動車
→高速道路
→ジェット機
→コンコルド機
→道の駅
→ハブ空港
⑧規則
　・日本国憲法が施行された。
　・夫婦別姓が導入された。
　・国を治めるため、多くの規則が作られた。
　・規則は国民の自由を奪う事にもなりかねない。
　・近年の情報革命の影響で、あらゆる分野でのグローバル化が進み、古
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い規則が現代社会の中で不具合な物となっていった。
・各分野における規制緩和が必要条件となった。
（例）丸坊主
　　夫の姓
　　男雇用
　　厳格な校則
　　規制貿易
　　国の宗教
　　固有の文化
　　人種差別
→長髪可能
→夫婦別姓
→男女雇用
→自由な校則
→自由貿易
→宗教の自由
→異文化の受け入れ
→人種差別撤廃
⑨携帯品
　・科学技術の進歩によって、多くの商品は「大きい、重い、長い」もの
　から、「小さい、軽い、短い」ものへと変化した。
　・色彩も、r暗い」ものよりr明るい」ものが好まれるようになった。
　・型にも多様なものが現れ、より個性的なものへと変貌した。
　・携帯品のこのような変化に伴って、人々は多くの携帯品を所有する事
　ができるようになった。そして、生活の質の向上に役立っている。
（例）現金
　　地図
　　スケッチ
　　電話
　　所持品（多）
→キャッシュカード
→ナビゲーション
→カメラ
→携帯電話
→（少）
ハンドバッグ（大）→（小）
⑩娯楽
　・海外旅行が出来るようになった。
　・観光地が増加した。
一75一
安藤満生
・平和な時代が続いたためか、娯楽の種類も内容も豊富になった。
・文化的なものから、遊び的なものまで、その多様化は目を見張るもの
がある。
・子供の娯楽も、従来型の野外での娯楽からパソコンなどを用いる室内
娯楽まで幅広い。
・高齢者の娯楽も、碁、将棋、パッチワークの静かなものから、本人参
加型の娯楽活動へと移った。
・娯楽はストレス解消など、健康上にも良く、今後ますます盛んになる
事が予想される。
（例）公園
　　国内旅行
　　ままごと遊び
　　室内娯楽
　　観戦娯楽
→遊園地
→海外旅行
→パソコンゲーム
→室外娯楽
→参加型娯楽
⑪スポーツ
　・スポーツの本来の意味は、楽しく身体を動かし、その身体機能を動か
　したり、鍛えたりするものである。
　・スポーツはする人も楽しめるが、一方それらを観戦する人も楽しむ事
　ができる。
　・近年になって、スポーツのプロ化が進み、それらを職業とする人も現
　れた。
　・スポーツ活動は国内のみならず海外へ進出している。（種類、数、内
　容は多様化の傾向にある。）
　（例）日本の大会　　　　　→世界大会
　　　日本のプロサッカー　→海外のプロサッカー
　　　日本のプロ野球　　　→アメリカのメジャーリーグ
　　　競技のスポーツ　　　→体力増進のスポーツ
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コメント
　近年における国民の自由時問の増加、生活様式の多様化に伴い、自然と
の触れ合い、健康の維持・増進、そして、地域・世代を超えた交流などに
対する二一ズが高まってきている。
日常生活から解放されたいと願う人々が増えると同時に、旅への「喜び」
や「楽しみ」を求めるものが年々増加してきている。「観光」の内容は、
視察・見学指向的旅行から、娯楽指向旅行へと次第に変化してきたと言え
る。
　一般の「時代の流れ」に関する主要な概要コメントを分類表にまとめる
と、次のような表となる。
Nα 分類表 総評：時代の流れによる主な変化
1 衣
多少の流行による変化はある力駅一般的に色彩は明るい方向へ、材料
は強くて軽いものヘデザインは自由で個性的な方向へと変化してい
る。着こなしもフォーマルなものよりもカジュアルなものが好まれる。
2 食
ファースト・フード、スロー・フード、各国の料理、スナック食品、
冷凍食品などを含め、食は多様化している。最近では、贅沢な食料
品よりも健康食品が好まれる傾向にある。
3 住
住宅の高層化が進む一方で、住宅地の建物がプレハブ化している。
趣味の住宅よりも、合理的機能住宅が普及している。浴室、及び台
所などの設備、空調設備は近代化され、ほぼ全所帯に行き渡ってい
る。住み方としては、和洋折衷型住宅が多い。
4 医
医学進歩は目を見張るものがある。医薬品、医療設備、医師、それ
を支える医療スタッフの質は、日々向上している。手術なども日帰
りで出来る種類が増加し、一部DNA鑑定治療方式も動き出している。
5 学ぶ
学校の数も増加し、勉強する意思があれば大学進学も可能である。
多くの専門学校も創立され、実用的な技術を用意に学ぶ事が出来る。
特に、義務教育では先生一人に対する学生数も改善され、少人数ク
ラスが定着してきている。その一方で、登校拒否や学級崩壊などの
多くの問題を抱えるようになった。
6 情報 情報技術の進歩は目覚しく、これまでの生活様式を一変させようとしている。そして、全ての未来型産業に影響を与えようとしている。
7 交通
高速道路や新幹線が建設され、陸上での移動スピードアップに貢献
した。航空交通においても、飛行機の速度と運賃の改善がなされ、
利用客の増加につながった。その結果、各地区間の時間距離が縮まっ
た。その上、快適性も安全性も増加した。
8 規則
海外旅行時の査証（ビザ）などを含め、多くの規制緩和が行われ、
人々がより自由に行動できるようになった。又、最近では、多くの
商品の流通も盛んである。
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9 携帯品
ノート・パソコンや携帯電話の普及により、社会生活が便利になっ
た。一般に、ものは小さく、明るく、短く、軽い方向で作られるよ
うになった。キャッシュ・カードの出現により、多くの現金を持ち
歩く必要が無くなった。
10 娯楽
人々の好みに合わせて、娯楽も多様化している。年齢差により、娯
楽の種類は異なるが、娯楽を楽しむ方法も、団体よりも家族や個人
で楽しむ傾向に移りつつある。
11 スポーツ
プロ・スポーツの種類も増え、各種スポーツ施設で盛んに行われる
ようになった。そのため、これらを目標とする下部組織ができ、ス
ポーツは全体として、その利用者としてのスポーツ人口を増加させ
た。又、近年では、健康増進のためスポーツに参加する人口も増加
している。
2．観光のグローバル化
　ここ数年、グローバル化のうねりは強く、「グローバル」という言葉が
頻繁に使われるようになった。情報革命などによる知る権利のグローバル
化の他に、金融・流通・文化にもグローバルの波は押し寄せている。その
影響による観光のグローバル化も浸透してきている。その主なものを12項
目に分類して、それぞれの代表例を以下の表に示した。
表4：観光のグローバル化r表」
No． 分類表 代表例
1 旅行形態
・国内旅行から海外旅行へ
・海外旅行者の増加
・旅行会社の海外ツアー企画の増加
・個人・家族旅行の増加
2 観光資源
・異文化の交流
・国際観光
・環境整備・自然保護
・気候利用
・ワールドカップなど世界的スポーツイベント
・観光資源のスケールの相違
・国際会議
3 言語・心理 ・英会話の普及　　　・海外で日本語が通じる・心理的不安の緩和　・人類皆兄弟の考え方
4 情報
・予約情報の簡略化
・海外情報のインターネット化
・観光・地域情報ネットワーク
・割引プランの充実　・観光地の紹介
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5 コスト
・国際通貨からトラベラーズチェック、そしてキャッシュ・カード
・公共交通機関の運賃・観光施設の料金の低廉化
・競争価格による適正な価格
・割引制度の充実
6 環境・景観
・快適観光空間の整備
・美景「観光地」の増加
・自然・環境観光の増加
・景観品質の向上
7 交通
・飛行機の便数の増加
・移動時間の短縮化
・移動中の快適性の増大
・交通手段の多様化
・渋滞回避対策・アクセスの充実
8 インフラストラクチャー
・ハブ空港の出現
・高速道路の増加
・一般道（歩道・車道・並木）などの充実
・ブロードバンド設備
・上下水道完備
9 宿泊施設
・多様に検索できる宿泊情報ベースの設備
・ユニットバスの増加
・外国人対応の普及
・オリジナリティの創造空間ホテル
・駐車場の併設
・快適衛生設備の提供
・割引制度の充実
・ホームページの開設
10 商店
・機内通信販売の普及
・大型モールショッピングセンターの普及
・アウトレット販売店の増加
・空き店舗の撤廃
・内容の近代的充実
・駐車場の設置
・店舗の差別化
・店舗構造の転換
11 安全
・シームレスかつバリアフリーな交通設備の整備
・衛生状態がよくなった
・国際医療機関の普及
・区画整理の普及
・危機管理体制の強化
・医療連絡体制の強化
・犯罪防止策
・健康管理ネットワークの設置
12 その他・
イベント
・ホームページによる紹介
・ウェルカム21の推進
・現代的イベント
・手軽なスポーツ
・娯楽の演出
・企画の充実
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　観光のグローバル化を、観光資源・観光基盤・観光資援に分けて、特性
要因図的に表現すると、以下の表5・6・7となる。
観光資源
????
環境整備　　　気候利用
　異文化の交流
固有の観光資源
　　　　　　　国際観光
　　　（ワールドカップ・サミット）
現代的イベント　　　　手軽なスポーツ
　ン
ト
ホームページによる紹介
　　　　ウェルカム21の推進
国際通貨→トラベラーズチェック
　　　　　競争による適正な価格
　　　割引制度の充実
公共交通機関の運賃・観光施設の
　　　　料金の低廉化
???
観　　光　　の
グローバノレ化
表5：観光資源特性要因図
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　　　　　　　　　　　　　　観光基盤
　　　　　　渋滞回避対策　　　　　　　交通設備　　区画整理　　衛生状態
　　　保適多様化移動時問の短縮化国際医療機関危機管理体制安
交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全
通
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療連絡体制　犯罪防止策
　　　アクセス充実　飛行機便数の増加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康管理ネットワーク
　　　　　　交通網現状維持
　　宿泊情報べ一スユニツトバス快適観光空間美景r観光地」環
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　景宿外国人対応オリジナリテイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観泊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自然●環境の増加　景観品質の向上
施
設
　　駐車場の併設　　　　快適空間　　　大型モールショッピングセンター
　　　　　　　割引制度　　　　　　　　　空き店舗の撤廃　　機内通信販売
　　ハブ空港の出現　　高速道路の増加　　　　　アウトレットの増加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商
都＿般道路の充実店市
基　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容の充実　　駐車場の設置
盤↑
　　　　　効率的道路企画　　　　　　　　　　店舗の差別化　店舗構造の転換
　鉄道の充実
　　　　　　　　　駐車場の確保　　　　 観光の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グローバル化
　　　　　　　　　　　表6：観光基盤特性要因図
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観光支援
国内旅行から海外旅行へ 海外からの情報が多くなった
旅 海外旅行者の増加 予約情報の簡略化 情
行 報形
態
海外ツアー企画の増加 割引プランの充実
個人 ● 家族旅行の増加
観光・地域情報ネットワーク
国際通貨→トラベラーズチェック
コ キャッシュカード
多量の世界情報
ス 適正な価格 海外で日本語が通じる 舌
ト
??
ロロ
心
割引制度の充実 理
英会話の普及
公共交通機関の運賃・観光施設の
料金の低廉化 心理的不安の緩和
観 光 の
表7：観光支援特性要因図
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まとめ
観光地が考慮すべき問題点
　第一部、第二部の流れを考察すると、既存の観光地が更なる発展をする
ために、重要課題として考慮すべき問題点が以下のように考えられる。そ
の主なものを、1．観光資源2．顧客の心理3．交通4．都市基盤5．
宿泊施設6．商店街7．安全8．食9．環境・景観10．その他の要
素に分けて、最も重要な課題点を見つけ出し、それを結論として以下のよ
うにまとめた。
　観光地が今後考慮すべき課題点
　1．観光資源……世界人口が増加し、それに伴い自然とのふれあいが
　　　　　　　　　　減少した。
　　　　　　　　　　気候や自然特有の変化を楽しむ観光客が増加した。
　　　　　　　　　　自然保護をしなければならなくなった。
　　　　　　　　　　自然特有の資源を利用した観光地に人気がある。
　　　以上の観点から
問題点1
あなたの観光地は地域の観光資源を充分に個性化して
いますか。特に、自然保護観光を重要視していますか。
又、観光資源のブランド化に成功していますか。
2．顧客の心理・ ・顧客の行動心理が国内旅行から海外旅行へと推移し
た。
海外旅行者が増加した。
文化もグローバル化の傾向にある。
世界共通語の普及により、意思疎通が容易になった。
観光客の「心」が大切である。
以上の観点から
一83一
安藤満生
問題点2
観光客の精神イメージは、あなたの観光地に安らぎと変化を求めて
いますか。そして、観光イメージとして、楽しみを求めていますか。
観光地はこれらの観光を満足させる準備を整えていますか。
3．交通・・ ・国内では、自動車の普及により、遠方へと移動可能
になった。
飛行機、フェリーの登場により、海外進出が容易に
なった。
交通網の発達により、移動時間の短縮が実現した。
移動中の快適性が高まった。
交通料金の低廉化が進んだ。
以上の観点から
問題点3 あなたの観光地は、観光客アクセスとしての交通の点で安全で、便利で快適ですか。
4．都市基盤・・ ・道路、駐車場、情報網を含め、都市基盤の整備が進
められた。
これにより、遠方から訪れやすくなった。
以上の観点から
問題点4
空港・鉄道・ハイウェイ・一般道路・駐車場・歩道・
上下水道・電気ガス・情報網の点で、あなたの観光
地は近代化しているのでしょうか。
5．宿泊施設・・ ・大資本の投資などにより、大型ホテルの出現も可能
になった。
バイリンガル対応可能で、ビジネス型も普及した。
サービス、及び観光サービスが充実した。
衛生的で、且つ快適空問を持つホテルが増加した。
多様に検索できる宿泊情報などの設備が整った。
以上の観点から
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問題点5
目的観光地として栄えるために、宿泊施設は重要である。
あなたの観光地は、個性的で、衛生的で、且つゆったり
とした快適な時間や空間、そしてサービスを顧客に与え
る宿泊施設群をお持ちですか。
6．商店街・ ・その観光地の名物を並べ、観光客を集める。
多種多様販売が可能になった。
既存型商店街の利用客が激減した。
アウトレットが増加し、海外品が容易に手に入るよ
うになった。
商品内容の入れ替えのスピードが早まった。
楽しく、うきうきするような商店街が増加した。
以上の観点から
問題点6
観光客が遊び心で買物できるようなすばらしい空間のあ
る商店街はあなたの観光地に存在しますか。商品も、魅
力的で、個性的で、観光客を満足させるものですか。
7．安全・ ・衛生状態も良くなってきている。
犯罪防止策も整ってきている。
医療機関が発達した。
交通事故も比較的少なくなってきている。
時たまテロが起こるが、これは論外とする。
以上の観点から
問題点7
交通事故や自然災害は少ないですか。犯罪はありませ
んか。観光客が安心して、あなたの観光地を楽しむ事
が出来ますか。十分な医療施設をお持ちですか。
8．食・ ・様々な食材が登場した。
産地特有の名物料理が食べられる。
地域特産物を客が好むようになった。
日本に居ながら海外の料理を口にする事が可能になっ
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た。
以上の観点から
問題点8
観光客の好みに合わせた多種多様な料理を提供できる
でしょうか。新鮮で、珍しく、そしておいしい食材で
顧客を満足させる準備は整っていますか。
9。環境・景観・ ・環境整備が整っている。
美景観施設数が増加した。
景観品質が向上した。
環境・景観の品質を高める事でリピーターを増加さ
せている。
以上の観点から
問題点9
美しい観光地は、観光客にとって最も印象に残るもの
です。景観重視の観光地を、あなたの観光地では作り
上げているのでしょうか。
10．その他・ ・旅行会社が増加した。
個人旅行・家族旅行・団体旅行等の旅行形態が様々
になった。
誰もが海外へ行けるようになった。
以上の観点から
問題点10
全てのものは変化します。観光客の心も、日々変化し
ております。あなたの観光地は、これらの変化に対応
してあるのでしょうか。
以上がマクロ的考察による今後の観光地の主要課題点である。
　観光地はこれらの諸問題をこの論文で知るだけに留まらず、次のステッ
プとして、これらの問題の解決に積極的に挑戦しなければならない。そし
て、実行可能である具体的な政策や手段を見つけ出す必要がある。
　更に、各政策・手段を解決するための実施期問、工程、手段、技術、人
材の確保及び資金調達も含めた総合的解決策、すなわち「マスタープラン」
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を作成し、それに従って「行動」を起こさなければならない。
　この論文はこの「行動」を起こさせるための「基本資料」又は「骨太テー
マ」である。
追記
　既存の観光地がこれらの各課題点を解決するため、更に努力を惜しまな
いことを筆者は期待している。以下に「参考表」を示す。この表が今後の
観光地改善に少しでも役立つことを願っている。
参考表
テーマ 設定事項 有効と考えられる手法
1 各項目別問題テーマ 実行可能な政策・手段 QFD（機能別品質展開表）
2 段階別「質」分析
ステップ1（現実）
　　　　～
ステップ5（近理想）
段階式プロセス論
3 全体計画・組織 総合・相互利益達成モデル マスタープラン
4 行　　動 「有効・透明」運営組織
　行動の流れ
1。市民　　2．民間
3．自治体　4．政府
（本学経営学部教授）
参考文献
安藤ゼミナール所有のアンケート調査
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